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 今年に入り、全国的には景気が回復基調にあり、本道経済にも少しずつ明るい兆し
が出てきている一方、景気回復を実感できるまでには至っていないとの声も聞かれて
いる。 
 道では、これまでも地域経済の活性化に取り組んできているが、5月15日に政府予算
が成立し、今年度事業の執行も本格化することから、この機会を捉え、経済の一層の
活性化や雇用の確保に向け、当面、以下の取組を進めることとする。 
 

 道事業の効果的な実施  
 
１. 国の予算を活用した雇用創出の取組 

 ○戦略産業雇用創造プロジェクト事業の活用 

   官民で構成する協議会を設置し、ものづくりや食関連分野等の一層の産業育成

強化と人材育成や就業支援といった雇用創出の取組を一体的かつ円滑・効果的

に実施する。（６月応募、７月採択予定） 

【道予算額 5億3,867万円（既決）】 

 ○緊急雇用創出推進事業の活用 

   成長が期待される分野における雇用の場の確保や、中小企業の新分野進出や創

業後間もない企業・NPOなどを支援するとともに、食や観光といった成長期待分

野において、地域の企業等による雇用創出の取組モデルをつくり、全道への普

及を図る事業を推進する。 

【道予算額 79億607万円（うち道実施事業 24億7,200万円）（既決）】 
 
２. 公共事業等の早期発注・中小企業者等の受注機会確保 

  前年度補正予算の執行に引き続き切れ目のない執行に努め、上期における前年度

以上の事業量の確保を目処に早期発注に努めるとともに、中小企業者等の受注機会

の確保・拡大等に努める。 
 
３. その他の事業の前倒し実施 

  その他の事業（ソフト事業）においても、事業効果が早期に現れるよう、前倒し

を検討・実施する。 
 
 他機関との連携の強化  
 
４. 包括連携協定締結企業等との連携強化 

 ○包括連携協定締結企業との連携 

   締結企業と連携した戦略産業雇用創造プロジェクト事業の検討・実施や新たな

連携事業の検討 
 
 ○その他民間企業との連携 

   道産食材の消費拡大に向けた取組の実施 など 
 
５. 国・市町村・関係機関との連携強化 

 ○「国の成長戦略に向けた道からの緊急提案」の具体化に向けた国の施策の活用 

 ○北海道経済産業局との連携による中小企業の支援 

   地域中小企業支援ネットワークを通じた経営改善支援、ものづくりや商業活性化対策 など 

 ○北海道労働局との雇用対策協定に基づく25年度事業計画の着実な推進 

 ○北海道開発局、北海道運輸局、ジェトロ北海道との連携 

 ○地域の商工団体や市町村等へのプロモーション活動の実施、地域の実情やニーズの把握 

 ○北海道新幹線の開業に向けた官民との連携 

お問い合わせ先：経済部総務課企画調整担当課長 鳴海 拓史 
（直通：011-204-5307 内線：26-701） 


